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当院において2017年1月-2024年12月に同種造血幹細胞移植治療を

受けられた方およびそのご家族の方へ

一「多施設における造血幹細胞移植後早期口腔粘膜炎とGVHDの発症・予後に関する後方視的
解析」へご協力のお願い－

研究機関名およびその長の氏名：高知医療センター小野憲昭
l

研究責任者：高知医療センター血液内科・輸血科次長今井利

1）研究の背景および目的

造血幹細胞移植は難治性の血液疾患における唯一の根治術ですが､移植後における合併症の一つである移

植片対宿主病(GVHD)は生存率・生活の質を下げるため、その原因の解明と対策の構築が急務となっていま

す。近年、GV即の発症・重症度が口腔内細菌叢の種類に関連することがわかってきています。しかし、その

詳細なメカニズムは不明であり、私たちはGVHDの予防・治療への応用を検討するため、移植後口腔粘膜炎

と急性・慢性GV即の発症の関連について研究しています。

2）研究対象者

2017年1月1日～2024年12月31日の間に高知医療センターおよび共同研究機関において同種造血幹細

胞移植の治療を受けられた方330名、高知医療センターにおいては120名を研究対象とします｡

3）研究期間

研究機関の長の許可日～2026年12月31日

情報の利用または提供開始予定日：研究機関の長の許可日から1週間後

4）研究方法

高知医療センターおよび共同研究機関において同種造血幹細胞移植の治療を受けられた方で､研究者が診

療情報をもとに移植後臨床経過のデータを選び､移植後1ケ月以内に発症した口腔粘膜炎に関する分析を行

い、急性・慢性GV即の出現する仕組みについて調べます。

5）使用する情報

この研究に使用する情報として、カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、氏名、生

年月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また、あなたの情報などが漏洩しない

ようプライバシーの保護には細心の注意を払います。

・年齢、性別、原疾患名、移植編ソース（血縁・非血縁、 HLAフルマッチ・ミスマッチ、骨髄・末梢血・

購帯血） 、 ドナー性別、 ドナー年齢、移植前処置（全身照射の有無、 Gy数） 、 GVHD予防（メソドレキ

サート、シクロスポリン、タクロリムス、 ミコフェノール酸モフェチル、シクロホスフアミド）

・移植前の歯科診断（慢性歯周炎、齪歯など） 、移植後1ケ月以内に発症した口腔粘膜炎の有無とその

grade (0-IV)

・急性GV肥・慢性GⅧD発症の有無、 grade(I-IV, limitedorextensive)、発症日、死亡日、死因、最終






